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疎水疎水疎水疎水をををを理解理解理解理解するするするする    
 

毛髪における疎水という概念について勉強しましょう。 

 

（１）髪は生まれた状態が「疎水」 

 

髪は呼吸しています。 

積極的に水分を髪から放出、あるいは空気中の水分を吸収 

することで絶えず髪は１１～１４％の水分量を維持しよう 

と努力しています。 

このような機能を髪が持っている状態を健康な髪といい、 

「髪が疎水である」と言います。 

 

髪がダメージすると言うことは、髪が疎水から外れていく 

ことを言います。水を過剰に吸うようになり、逆に乾燥す 

るとバサバサになってしまう。これを髪が親水化したと言 

います。 

また、髪が水を５～６％ぐらいしか保持できない状態にな 

ることを撥水化といい、例えばストレートパーマやデジタ 

ルパーマ後に髪が硬くなり、静電気で髪が広がります。 

 

（２）疎水の基本は等電点 

 

髪が１１～１４％の水分量を調節できるのは髪がもっとも 

引き締まり、プラスやマイナスの電荷が最も少なくなる状 

態にあることが重要です。これを等電点といいます。 

髪はｐＨ＞５．５ではアルカリ膨潤、ｐＨ＜４．５では酸 

膨潤と言い、膨潤で緩んで水を吸いやすい親水状態になり 

ます。したがって髪を疎水にするためにはｐＨを４．５～ 

５．５に戻し、疎水結合だけではなく、イオン結合、水素 

結合も±０に近づけなくてはいけません。この状態が髪本 

来の疎水が最も生きる状態であり、１１～１４％の水分量 

を調節できる髪になるという最低条件なのです。 

 

（３）疎水結合とは 

 

髪に３種混合や特トリを導入し、疎水結合を形成させ髪に 

固定するためには疎水という環境を髪に作らなくてはいけ 

ません。疎水結合は水がある条件で、水が嫌いなもの同士 

が集まろうとする力を利用しており、ＰＰＴやＣＭＣで蒸 

す、あるいは揉み込み(振動)することで形成されます。 

ただし、キトキトを使って髪を酸性（等電点）にしたり、 

ポリＫやベータレイヤーエマルジョンの収斂作用を利用し 

て、髪という素材を疎水にすることで、導入したＰＰＴや 

ＣＭＣを髪に強く結合させることができます。 

 

（４）疎水にするということ 

 

髪が疎水であると言う意味は、カラーの色持ちが向上する、ウエーブの持ちがよくなる、ストレートが湿気でよれ

ない、トリートメントの持ちがよくなるという効果があります。また、紫外線からの防御、枝毛や切れ毛や乾燥か

ら髪を守る、キューティクルの保護、ツヤの向上など髪の素材の美しさを保つことができます。 

 


